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平成２３年８月１日発行 

福島県浪江町議会 



高放射能がれきの最終処分場福島県内建設計画の白紙撤回を求
める意見書（案）

発委第　３号

発議第　１号
原発事故の早急な収束と原発からの撤退及びエネルギー政策の転
換を求める意見書（案）

　　　　　　　　　　高放射能がれきの最終処分場福島県内建設計画の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　白紙撤回を求める意見書

　福島県浪江町は、３月１１日東日本大震災の被災及び原発事故災害により未だ先行不透明
の現状にある。さらに町民は避難生活を余儀なくされる中、原発事故が早期収束することを願い
ながら、一日でも早く故郷に戻りたいという希望を持ち続けている。
　そのような時期において突然、環境省が県内に高放射能がれきの最終処分場の建設意向を
示したことは、県民及び我々地元住民の感情を逆なでした行為であり、絶対に許されるものでは
ない。
　そこで、浪江町議会は最終処分場の県内建設計画の白紙撤回を強く求める。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２３年６月３０日

内閣総理大臣
環境大臣　　　　様
福島県知事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島県浪江町議会

議会議員の議員報酬の特例に関する条例の制定について

可決

可決

可決

可決

可決

浪江町税条例の一部改正について
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可決

　平成２３年６月定例会を６月２３日から３０日までの８日間の会期で開催しました。

　今議会は、３月議会中に「東日本大震災」が発生したため、審議ができなかった議案を専決処分案

全議案を全会一致で承認・可決

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について

平成２３年度浪江町一般会計補正予算（第２号）

議案第３９号

議案第４０号

議案第４１号

として承認、また今災害に対応するための補正予算案等３件の議案を可決しました。

　また、多くの町民の皆様がいまなお失業状態にあり、将来への不安を強いられている中、議会とし

て町民の立場に寄り添った活動をするべく議員報酬の削減を可決、更に原発事故に関する２つの意

見書を採択し国等関係機関に送付しました。

発委第　１号 災害対策特別委員会設置に関する決議（案） 可決

発委第　２号

平成２３年６月定例会 



質問

改
正
で
は
占
用
料
の
額
に
関
し

、

「
協
議
し

、
同
意

」
か
ら

「
協
議

し

」
が
削
除
と
な
っ
て
い
る
が

、
そ

の
理
由
は

。

同
意
の
中
に
協
議
が
含
ま
れ
て
い
る

と
考
え
ま
す

。

津波被害状況

建設課長

総務課長
代表監査

委員

町長

三
事
業
と
も
今
後

、
損
害
の
調
査
を

し

、
使
用
料
金
な
ど
損
害
を
求
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す

。

三
事
業
と
も
原
発
事
故
に
よ
っ
て
の
損

害
請
求
を
求
め
て
い
く
考
え
は

。

承
認
第
三
十
一
号

平
成
二
十
三
年
度
浪
江
町
水
道

事
業
会
計
予
算

精
査
し
な
が
ら
求
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す

。

前
年
度
交
付
額
よ
り
５
千
６
０

０
万
円
の
増
と
当
初
見
込
み
計

上
し
ま
し
た
が

、
増
額
を
国
に

要
望
し
て
い
ま
す

。

財
政
収
支
計
画
は
作
成
さ
れ
て

い
る
か

。

震
災
後

、
税
収
見
込
み
も
含
め

て
今
後

、
作
成
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す

。

監
査
業
務
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か

。

被
災
以
来

、
監
査
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
が

、
今
後
出
来
る
範
囲

で
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す

。

東
電
へ
町
損
害
賠
償
を
求
め
て

い
く
考
え
は

。

浪
江
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

改
正
で
は
特
定
健
康
診
査
等
と
な
っ

て
い
る
が

、
そ
の
理
由
は

。

健康保険
課長

質問

承
認
第
二
十
五
号

平
成
二
十
三
年
度
浪
江
町
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

承
認
第
二
十
七
号

平
成
二
十
三
年
度
浪
江
町
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

承
認
第
十
一
号

承
認
第
二
十
一
号

平
成
二
十
三
年
度
浪
江
町

一
般
会
計
予
算

地
方
交
付
税
の
増
減
予
測
は

。

今
回
の
被
災
に
伴
う
新
た
な
検
査
も

視
野
に
入
れ

、
幅
広
く
検
診
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
で
す

。

承
認
第
十
二
号

浪
江
町
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総務課長町長
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質問 

質問 質問 質問 質問 

質問 

質問 



内部被ばく検査の様子

税務課長

今
後

、
減
免
措
置
な
ど
で
対

応
し
た
い
と
思
い
ま
す

。

附
則
が
平
成
二
十
三
年
三
月

三
十
一
日
と
な
っ
て
い
る

が

、
震
災
日
以
降
も
加
え
る

べ
き
で
は
な
い
か

。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や

ス
タ
ッ
フ
が
少
な
い
な
ど
課

題
は
あ
り
ま
す
が

、
順
次

、

支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す

。

平
成
二
十
三
年
度
浪
江
町
一
般

会
計
補
正
予
算

(

第
二
号

）

浪
江
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

承
認
第
三
十
七
号

質問
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承
認
第
二
十
八
号

質問

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
高

齢
者
や
障
害
者
の
支
援
は

。

健康保険
課長

質問

平
成
二
十
三
年
度
浪
江
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
施

設
な
ど
の
計
画
は

。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は

、
二
本
松
市
の
安
達
運
動

場

、
杉
内
多
目
的
運
動
広

場

、
福
島
市
の
笹
谷
東
部

、

本
宮
市
の
高
木
の
計
四
ヶ
所

で
す

。
ま
た

、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は

、
本
宮
市
の
恵
向

の
一
ケ
所
計
画
予
定
で
す

。

健康保険
課長

質問

今
ま
で
町
内
の
介
護
施
設
利

用
者
が

、
被
災
以
来

、
家
族

の
避
難
先
よ
り
遠
い
所
で
の

利
用
と
な
っ
て
い
る
が

、
改

善
策
は

。

健康保険
課長

今
後

、
近
く
で
の
利
用
が
可

能
に
な
る
よ
う
努
力
し
ま

す

。

議
案
四
十
一
号

内
部
被
ば
く
検
査
の
予
算
措

置
は

。

健康保険
課長

予
算
措
置
は
し
て
い
ま
せ
ん

が

、
調
査
は
国
県
が
実
施
す

る
も
の
と
考
え
ま
す

。

健康保険
課長

質問

子
ど
も
が
住
ん
で
い
る
市
町

村
で
実
施
で
き
る
よ
う
市
町

村
間
で
交
渉
し
て
い
ま
す

。

三
種
混
合
予
防
接
種
な
ど
の

実
施
は

。

承
認
第
三
十
四
号

浪
江
町
公
共
下
水
道
根
幹
的
施

設
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る

基
本
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る

協
定
の
締
結
に
つ
い
て

上下水道
課長

質問

ポ
ン
プ
電
気
工
事
の
設
備
工

事
の
残
額
が
１
億
２
６
０
万

円
で
す

。
引
き
渡
し
前
に
震

災
が
あ
り

、
現
地
で
の
完
了

検
査
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が

、
六
月
三
日
に
書
類
検
査

を
実
施
し

、
完
了
と
判
断
し

ま
し
た

。

公
共
下
水
道
浪
江
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
建
設
工
事
の
残
額
と

完
了
検
査
方
法
は

。

質問 質問 質問 

質問 質問 

質問 質問 
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佐
々
木
 
英
夫
 
議
員

 

 Ｑ
 
避
難
者
の
生
活
に
継
続

的
な
支
援
を

 

 Ａ
 
東
電
が
出
来
な
い
の
な

ら
国
が
払
う
よ
う
求
め
て
い

ま
す

 

 質
問
 
避
難
生
活
が
長
期
化

す
る
中
、
継
続
的
な
支
援
が
必

要
だ
が
、
町
と
し
て
の
考
え
は
。

 町
長
 
二
次
払
い
が
ま
だ
な

の
で
東
電
・
国
に
強
く
要
請

し
て
い
ま
す
。
 

 質
問
 
東
北
電
力
浪
江
・
小

高
原
発
は
安
全
か
。
町
民
の
安

心
の
た
め
に
も
誘
致
を
見
直

す
考
え
は
あ
る
か
。
 

 町
長
 
昭
和
四
十
二
年
に
町

議
会
が
誘
致
議
決
し
て
い
ま

す
。
町
も
地
域
活
性
化
の
た
め

に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

全
国
の
首
長
か
ら
は
脱
原
発

の
意
見
も
出
て
い
ま
す
。
経
産

省
は
推
進
の
意
向
も
あ
り
、
今

後
、
原
発
誘
致
の
問
題
は
、
事

故
の
検
証
を
行
い
脱
原
発
を

注
視
し
て
い
き
ま
す
。
 

質
問
 
原
発
収
束
に
つ
い
て
、

町
民
の
不
安
を
ど
う
解
消
す
る

の
か
。
 

 町
長
 
原
発
行
政
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
が
、
安
全
神
話
が
崩

壊
し
、
信
頼
関
係
も
失
わ
れ
、

家
族
な
ど
も
バ
ラ
バ
ラ
の
生
活

に
な
り
ま
し
た
。
安
心
で
き
る

生
活
に
戻
れ
る
よ
う
政
策
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
 

 質
問
 
借
り
上
げ
住
宅
に
つ
い

て
不
満
が
出
て
い
る
が
、
そ
の

解
消
は
。
 

 町
長
 
世
帯
構
成
を
勘
案
し
て

案
内
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
特

例
借
り
上
げ
制
度
も
導
入
さ
れ

改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

 質
問
 
以
前
、
危
機
管
理
に
つ

い
て
質
問
し
て
い
る
。
今
回
真

摯
に
受
け
止
め
て
い
た
ら
、
一

人
で
も
多
く
助
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
。
 

 住
民
生
活
課
長
 
災
害
が
三
つ

重
な
っ
た
の
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
通

り
に
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
広

報
車
二
台
と
防
災
無
線
で
大
津

波
警
報
も
流
し
続
け
ま
し
た
。

今
後
、
危
機
管
理
の
見
直
し
を

検
討
し
ま
す
。
 

 

馬
場
 
績
 
議
員

 

 Ｑ
 
被
ば
く
の
実
態
、
み
ん
な
が

知
り
た
い
。
早
く
検
査
を

 

 Ａ
 
全
町
民
が
受
診
で
き
る
よ

う
対
応
し
ま
す

 

 質
問
 
国
や
県
は
三
カ
月
を
過

ぎ
た
今
、
浪
江
・
飯
館
村
・
川

俣
町
山
木
屋
か
ら
一
〇
〇
名
を

抽
出
し
、
内
部
被
ば
く
の
調
査

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
子
供

や
若
い
世
代
な
ど
優
先
順
位
を

示
し
つ
つ
全
町
民
の
検
査
を
実

施
す
べ
き
。
 

 町
長
 
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
の
検
査
に
つ
い
て
は
、

全
町
民
が
受
診
出
来
る
よ
う
対

応
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
病

院
と
研
究
機
関
と
の
連
携
を
考

え
て
い
ま
す
。
 

 健
康
保
険
課
長
 
県
で
は
三
地

区
で
一
二
〇
名
、
内
浪
江
は
八

十
九
名
を
先
行
調
査
を
し
、
県

は
そ
の
後
ニ
千
名
規
模
の
ホ
ー

ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
の
検

査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

  

 
被
ば
く
健
康
手
帳
の
交
付
、
 

 
き
め
細
か
な
調
査
を

 

 質
問
 
町
民
は
四
日
間
も
汚
染

の
空
間
域
に
い
た
。
長
期
間
に

わ
た
る
定
期
検
査
と
被
ば
く
健

康
手
帳
の
交
付
を
求
め
る
べ
き
。
 

 町
長
 
検
討
し
ま
す
。
 

 質
問
 
空
間
線
量
調
査
、
土
壌

汚
染
調
査
、
海
洋
調
査
は
国
・

県
・
東
電
が
責
任
を
も
ち
復
興

に
向
け
た
基
礎
調
査
の
方
針
を

示
す
べ
き
。
 

 教
育
総
務
課
長
 
教
育
委
員
会

関
係
で
は
文
部
科
学
省
と
内
閣

府
が
実
施
す
る
調
査
、
福
島
大

学
の
協
力
を
得
て
町
独
自
の
調

査
な
ど
複
数
の
調
査
が
入
っ
て

い
ま
す
。
 

  
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

 

 
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
を

 

 質
問
 
本
宮
市
で
は
、
児
童
生

徒
や
保
護
者
、
先
生
方
の
心
の

ケ
ア
体
制
を
と
っ
て
い
る
が
、

浪
江
町
で
は
。
 

 教
育
長
 
検
討
し
な
が
ら
そ
の

可
能
性
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。
 

   



小黒　敬三 三瓶　宝次

愛澤　格 泉田　重章 紺野　榮重

山崎　博文 橋爪　光雄 佐々木　恵寿

山本　幸一郎 田尻　良作 勝山　一美

若月　芳則 渡部　貞信　 佐々木　英夫

横山　精一 鈴木　辰行 馬場　績　

渡邉　文星 佐藤　文子
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　全員協議会の協議により「議会議員の議員報酬の特例に関する条例の制定について」を提出し、

原案のとおり可決しました。

　期間については平成２３年７月１日から平成２４年３月３１日までとしました。

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

委 員

〃

〃

委 員

〃

〃

委 員

〃

委 員 長 副 委 員 長

（平成２３年６月２３日選任）

　現在、町行政は災害特別体制を採っており、従来の課体制から班編成にしています。

議会としても、多様な町民の要望・要求にきめ細かな対応ができるように今議会で「災害対策特別

委員会」を設置し、町民との懇談会を定期的に行い、一日も早い「ふるさと再建」を目指していきます。

 

議員報酬を２５％ 削減 

佐々木英夫議員が表彰されました。 
 

6月6日に開催された福島県町村議会議長

会総会において、町村議会議員として20

年以上在職功労者として、特別表彰を受

けられました。 



佐々木　英夫 渡邉　文星 紺野　榮重

山崎　博文 若月　芳則 山本　幸一郎

吉田　数博 横山　精一 愛澤　格

泉田　重章 渡部　貞信　 橋爪　光雄

佐々木　恵寿 鈴木　辰行 田尻　良作

三瓶　宝次 佐藤　文子 小黒　敬三

馬場　績　 勝山　一美

佐藤　文子 渡部　貞信　 佐々木　恵寿

愛澤　格 泉田　重章 山本　幸一郎

山崎　博文 愛澤　格 山崎　博文

山本　幸一郎 横山　精一 若月　芳則

若月　芳則 渡邉　文星 田尻　良作

泉田　重章 紺野　榮重 鈴木　辰行

小黒　敬三 佐藤　文子

三瓶　宝次 勝山　一美

佐々木　英夫

馬場　績　

鈴木　辰行 吉田　数博

小黒　敬三 橋爪　光雄

渡邉　文星 小黒　敬三

紺野　榮重 佐々木　英夫

三瓶　宝次

佐々木　英夫

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員 委 員

※　災害対策特別委員会の構成は６ページに掲載しております。

委 員 長

副 委 員 長

委 員

委 員

（平成２３年６月３０日選任）

総 務

総 務

保 健 衛 生

消 防 厚 生

（平成２１年５月８日選任）

委 員 委 員

委 員 長

（平成２３年６月３０日選任） （平成２１年５月８日選任）

国道１１４号拡幅促進
特別委員会

（平成２１年５月８日選任）

（平成２３年６月３０日選任） （平成２３年６月３０日選任） （平成２３年６月３０日選任）

産業・建設常任委員会

委 員 長 委 員 長

委 員

文教・厚生常任委員会

委 員 長

副 委 員 長

委 員 長

総務常任委員会

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

副 委 員 長

委 員

委 員 長

副 委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員 委 員

委 員 委 員 委 員

地域共生型電源開発
特別委員会

議会報編集
特別委員会

委 員

「作家落合恵子さんから絵本を寄贈」

絵本を楽しむ子どもたち

副 委 員 長 副 委 員 長 副 委 員 長
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編集：議会報編集特別委員会

 吉田　数博

 佐藤　文子 副委員長　愛澤　格

 山崎　博文 山本　幸一郎

 若月　芳則 泉田　重章

　未曾有の災害から早いもので５ヶ月を過ぎようとしています。町民の皆様には不自由な避難生活を余議

委 員

議　　長

-8-

なくされ、ご苦労の事と思います。心よりお見舞いを申し上げます。

けられています。また、国・県・東京電力の場当たり的な情報に翻弄され、子どもから大人まで健康の不安

を抱えて暮らす毎日を送らざるを得ません。

　今後、国、県の動向をしっかり見据え、町の復旧・復興のため力を蓄えて皆で頑張っていきましょう。

　３月議会中に震災が起きたため、議案が議決されないままに津島、東和と転々と避難し、ようやく６月議会

開催となりました。震災後初めての議会だよりを発行するにあたり、手作りの作業のため以前のような訳に

はいきませんが、議会の動きをわかりやすくお知らせできるよう委員一同、一生懸命作っていきますので、

委員長

よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　文子

　私たち浪江町民は、かつて経験したことのない震災と津波、そして原子力災害とトリプルパンチに痛めつ
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震
災
か
ら
早
い
も
の
で
四
ヶ
月
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
二
次
避
難
所
を
経

て
、
仮
設
や
借
り
上
げ
の
住
宅
な
ど
に
移
ら
れ
た
り
と
様
々
な
御
苦
労
を

重
ね
な
が
ら
も
，
少
し
ず
つ
で
す
が
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
見
つ
め
な
お

す
時
間
も
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

 

た
だ
、
浪
江
町
は
仮
設
住
宅
も
広
範
囲
に
な
り
、
町
民
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
り
に
く
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 

私
達
新
町
商
店
会
は
、
何
と
か
浪
江
町
の
人
た
ち
同
士
の
結
び
つ
き
を

繋
い
で
い
く
た
め
に
何
か
を
と
考
え
て
、
毎
年
新
町
ふ
れ
あ
い
広
場
で
開

催
し
て
い
た
盆
踊
り
を
復
活
し
た
い
と
、
太
鼓
な
ど
を
浪
江
か
ら
運
び
出

し
ま
し
た
。
 

 

幸
い
町
の
応
援
も
い
た
だ
き
、
今
月
十
一
日
に
二
本
松
市
の
夏
祭
り
で
、

十
六
日
に
福
島
市
北
部
の
仮
設
住
宅
内
で
、
さ
ら
に
二
十
七
～
二
十
八
日

に
は
岳
温
泉
で
盆
踊
り
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

 

こ
れ
を
機
会
に
私
達
が
育
ん
で
き
た
か
け
が
え
の
な
い
伝
統
的
な
も

の
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
な
ど
を
忘
れ
ず
浪
江
人
と
し
て
の
誇
り
と
自
覚

を
持
ち
続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

 

ま
ず
は
た
っ
ぷ
り
と
楽
し
ん
で
下
さ
い
！
！

 

 

原田 雄一さん

(権現堂） 
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震
災
か
ら
早
い
も
の
で
五
ヶ
月
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
二
次
避
難
所
を
経

て
、
仮
設
や
借
り
上
げ
の
住
宅
な
ど
に
移
ら
れ
た
り
と
様
々
な
御
苦
労
を

重
ね
な
が
ら
も
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
見
つ
め
な
お

す
時
間
も
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

 

た
だ
、
浪
江
町
は
仮
設
住
宅
も
広
範
囲
に
な
り
、
町
民
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
り
に
く
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 

私
達
新
町
商
店
会
は
、
何
と
か
浪
江
町
の
人
た
ち
同
士
の
結
び
つ
き
を

繋
い
で
い
く
た
め
に
何
か
を
と
考
え
て
、
毎
年
新
町
ふ
れ
あ
い
広
場
で
開

催
し
て
い
た
盆
踊
り
を
復
活
し
た
い
と
、
太
鼓
な
ど
を
浪
江
か
ら
運
び
出

し
ま
し
た
。
 

 

幸
い
町
の
応
援
も
い
た
だ
き
、
八
月
十
一
日
に
二
本
松
市
の
夏
祭
り
で
、

十
六
日
に
福
島
市
北
部
の
仮
設
住
宅
内
で
、
さ
ら
に
二
十
七
、
二
十
八
日

に
は
岳
温
泉
で
盆
踊
り
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

 

こ
れ
を
機
会
に
私
達
が
育
ん
で
き
た
か
け
が
え
の
な
い
伝
統
的
な
も

の
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
な
ど
を
忘
れ
ず
、
浪
江
人
と
し
て
の
誇
り
と
自

覚
を
持
ち
続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

 

ま
ず
は
た
っ
ぷ
り
と
楽
し
ん
で
下
さ
い
！

 

 

原田 雄一さん

(権現堂） 


